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長野県 小諸市

森林プロジェクト実施状況 Status of Forest projects implementation

2007年の活動スタート以降、森づ
くりの活動は徐々に広がり、2015
年12月現在、国内11か所、国外1か
所の森づくりに取組んでおります。
その中でも今年度、特に動きが
あったプロジェクトをご報告いたし
ます。

浅間山の南斜面に広がり、中央部に千曲川が流れる自然
豊かな高原都市、小諸市。
more treesはルイ・ヴィトン ジャパン様の全面サポートの
もと、2009年よりここ小諸市に広がる「LOUIS VUITTON 
FOREST by more trees」の森の維持管理に取組んでい
ます。

標高1,300m付近の浅間山麓には、カラマツやアカマツな
どの人工林と、シラカバ、ミズナラ、カエデなどの天然林
が混交する豊かな森が広がっています。およそ100ヘク
タールの森林を「美しい森」「サステナブルな森」「荘厳な
森」の3つにゾーニングし、それぞれの特性を活かしなが
ら森づくりを進めています。

今シーズンは11ヘクタールの森林の手入れを行い、木々が
適正な密度を保ち、健全に生育できるよう除間伐を実施
しました。こうした森林施業を開始してから6年が経ち、広
範囲にわたって管理が行き届くようになりました。当初は
薄暗かった人工林も除間伐によって明るさを取り戻し、生
き生きとした森に生まれ変わりつつあります。
今後は継続的な森林管理とともに、この森をベースとした
ツアーやワークショップなども視野に入れながら活動に
取組んでまいります。

長野県 小諸市
project 005

LOUIS VUITTON FOREST by more trees

除間伐後の森林
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Status of Forest projects implementation 森林プロジェクト実施状況

フィリピンは森林荒廃が深刻で、20世紀初頭には国土の
70%を占めていた森林が、2005年にはわずか24%にまで
減少しています。日本は戦後間もなくフィリピンからの木
材輸入を開始し、木材資源の枯渇が深刻化した1980年
代に至るまで、同国の森林資源に大きな影響を与えてき
ました。
そうして日本の発展に深くつながってきたフィリピンの森
への恩返しの意味も含めて、2009年よりNGOコンサベー
ション・インターナショナルと共に、フィリピンでの森林
再生プロジェクトに取組んでいます。

植林の対象地

本プロジェクトの植林対象地は、ルソン島北部キリノ州の
荒廃地。その面積は約180ヘクタールで、東京ドームおよ
そ40個分の広さに相当します。この地域一帯にはフィリピ
ンに生息する生物種の約45%が生息しているといわれて
います。植林は在来種を中心に行い、その後も適切な森
林管理を推進することで、豊かな生態系の保全にも貢献
しています。

一方で、この地域の約半数の世帯が年間1,000ドル～
2,000ドルで生活しています。植林とともにアグロフォレス
トリー（果樹も同時に育てる手法）を導入することで、収
穫した果実の販売による現金収入の機会を創出し、地域
の貧困削減も目指しています。

2015年は台風24号（フィリピン名「Lando」）が直撃する
という自然災害に見舞われ、木々の枝や幹が折れたり果
実が落下するなどの被害を受けましたが、プロジェクトの
参加者とともに植林地の回復に努め、森林再生活動は着
実に成果を重ねています。今後も防火帯の管理や定期的
な下草刈り、見回りなどを続けながら、地域住民組織の
能力開発やフィリピン政府との連携の強化を図ることで、
持続的な取組みを推進してまいります。

フィリピン キリノ州
project 004

フィリピン キリノ州

下草刈りの様子

住民組織により作られた苗畑
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オリジナルプロダクト

日本は国土の約2/3が森で覆われ
る森林大国でありながら、輸入材
との競争や木材需要の低下から価
格が下落し、林業は衰退の一途を
たどっています。
適切な手入れがされずに放置され
たままの森が増えた結果、環境や
生態系のバランスが崩れ、土砂災
害などの被害をもたらす原因にも
つながっています。こうした現状を
改善するため、more treesでは森
林整備の推進とともに国産木材の
有効活用に取組んでいます。

2015年には新たなオリジナルプロダクトとして、建築家の
隈研吾氏とのコラボレーションにより「つみき」を開発し
ました。
建築的な要素を取り入れた「つみき」は、山型のシンプル
な形ながら、つみ方次第で様々なインテリアオブジェを作
り出すことができます。小さなお子さまのおもちゃとして、
また外国の方に日本のものづくりの魅力を伝える製品とし
ても評価をいただいています。

「つみき」の素材は「more treesの森」がある宮崎県諸塚
村のスギの無垢材です。豊かな森を守る取組みが評価さ
れ、FSC®森林認証(FSC®C022797)（※）を取得したスギを
無塗装のまま使用しています。職人の手でひとつひとつ丁
寧に作られた「つみき」は、触れるだけで自然や人のぬく
もりを感じられるアイテムに仕上がりました。

※FSC®森林認証……適正に管理された森林から産出し
た木材などに認証マークを付けることによって、持続可能
な森林の利用と保護を図ろうとする世界的な認証制度。

Original product

つみき
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2015年10月16日～11月3日
東京ミッドタウン デザインタッチ 2015
「つみきのひろば」開催

「つみき」の発表に合わせ幅広い方にその
存在や魅力を伝えようと、イベント「つみき
のひろば」を『東京ミッドタウン デザイン
タッチ 2015』にて開催しました。
「つみき」をデザインした隈研吾氏のディレ
クションのもと、「つながるデザイン」をテー
マに、大人も子どもも気軽に木のぬくもりや
デザインに触れ、「つみき」と建築の世界と
のつながりを感じられる空間を創り出しま
した。また大小様々な「つみき」を組み合わ
せたピラミッドやアーケードのほか、気鋭の
クリエイター３組によるインスタレーション
も展示しました。
今回のイベントでは、「建築」や「デザイン」
といった切り口から、幅広い世代の方に「つ
みき」への興味を抱いてもらうとともに、さ
らなる木の可能性を感じることができまし
た。

オリジナルプロダクトOriginal product
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啓発事業

「more treesの森」として協定を結ぶ各地
域とのネットワークを活かし、森を感じる
ツアーを実施しています。実際に現地を訪
れることで「人」どうしの結び付きが生ま
れ、都市と森を「顔の見える関係」でつな
げていきます。
2015年は4回のオリジナルツアーを行い、
参加者の方々には「more treesの森」の見
学、間伐体験のほか、森林セラピーや茶摘
み体験、地元の方との交流会など、様々な
形で森林や地域の魅力に触れていただき
ました。

2015年5月22～ 24日

高知県中土佐町・梼原町
株式会社サイバーエージェント 
ツーリズム部様のツアーを実施

2015年6月20日

岐阜県中津川市加子母（かしも）・東白川村
株式会社ネイチャーズウェイ様の
社員研修ツアーを実施

2015年10月10 ～12日

鳥取県智頭町
オリジナルツアーを実施

2015年11月7、8日

高知県梼原町
丸の内朝大学「アーバン森暮らしクラス」の
フィールドワークとしてオリジナルツアーを
実施

ツーリズム

Public awareness
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漁業体験（高知県中土佐町） 地元の方との交流会（高知県梼原町）

参加者のみなさん（岐阜県中津川市加子母） 茶摘み体験（岐阜県東白川村）

間伐体験（鳥取県智頭町） 森林セラピー（鳥取県智頭町）



梼原町役場 訪問（高知県梼原町）

三嶋神社の木橋 訪問（高知県梼原町）

座学（東京・丸の内）

記念植樹（高知県梼原町）

啓発事業

出社前の時間を活用し、充実した朝を過ご
すライフスタイル「朝活」。その代表格であ
る「丸の内朝大学」で2013年春より講座を
開講しています。都市に暮らしながら、森
林・林業について学び、理解し、双方の橋
渡し役を担える人材を育成しています。
フィールドワークでは約40名の受講生と高
知県梼原町の「more treesの森」を訪れ、
間伐作業の見学や記念植樹を行ったり、地
元の木材を活用した木橋が特徴の「三嶋神
社」や建築家の隈研吾氏が手掛けられた
「雲の上のホテル」や「梼原町役場」等の建
築物も訪ねました。

丸の内朝大学

2015年10月15日～12月17日

「アーバン森暮らしクラス 四万十編～大切
なことはすべて森が教えてくれた～」講義
（全7回）実施

Public awareness
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雲の上のホテル 訪問（高知県梼原町）



啓発事業 Public awareness

木とあそぼう 森をかんがえよう with more trees

Earth Day Tokyo 2015

おお雨ライブ&ジビエ料理お食事会

KEISUKE MATSUSHIMA × 宮崎県諸塚村の森のめぐみ

都市の暮らしの中でも森を身近に感じて
もらえるよう、森の恵みを味わうジビエ料
理お食事会や国産ヒノキを使用したス
プーンづくり体験など、誰でも気軽に参加
できるイベントやワークショップを数多く
開催しています。自然や森に興味を抱く
きっかけにつながったり、自らの五感を
使って体験できる魅力的なコンテンツを、
今後も随時企画していきます。

2015年1月14日

「おお雨ライブ&ジビエ料理お食事会」
＠cocoti SHIBUYA 開催

2015年1月19日

「KEISUKE MATSUSHIMA × 
宮崎県諸塚村の森のめぐみ」
＠レストラン～KEISUKE MATSUSHIMA～  開催

2015年4月18、19日

「Earth Day Tokyo 2015」
＠代々木公園 出展

2015年5月4 ～ 6日

「木とあそぼう 森をかんがえよう 
with more trees」
＠赤坂アークヒルズ 開催

イベント／ワークショップ

2015年9月17日

「Social 森 Night Vol.2」
＠small design center 開催

2015年10月16日～11月3日

東京ミッドタウン デザインタッチ 2015
「つみきのひろば」 開催

2015年10月23、24日

「大阪マラソンEXPO 2015」
＠インテックス大阪 出展

2015年12月13、20日

「森から生まれた、つみきで遊ぼう！」
クリスマス・ワークショップ
＠BMW i Megacity Studio 実施

「森から生まれた、つみきで遊ぼう！」クリスマス・ワークショップ

09



啓発事業

more treesでは幅広い層の方に森林や木
材の魅力を伝える活動を続けてきました。
2015年は特に建築やデザインなどの分野
に携わる方や、社会貢献や地域への理解
を深めたいという学生の方などを対象に、
様々な場面に登壇する機会をいただきま
した。
日本や世界の森林の現状をわかりやすく
伝えるとともに、「都市と森をつなぐ」を
テーマにしたmore treesの活動もご紹介
しながら、これからも多くの方に木や森へ
の関心をもっていただけるきっかけづくり
を進めてまいります。

2015年1月20日

西新宿CLASS in the forest
「HOMETOWN MEETING Vol.1」登壇
（主催：三菱地所レジデンス株式会社）

2015年1月27日

「木育サミット 2015」登壇
（主催：認定NPO法人 日本グッド・トイ委員会
／東京おもちゃ美術館）

2015年3月22日

「つながりの風景～住田町仮設住宅団地の暮らし
と支援の現在～」登壇
（主催：一般社団法人 邑サポート）

2015年4月23日

「Hills Breakfast Vol.49」登壇
（主催：森ビル with ヒルズオフィスワーカー）

トーク／シンポジウム／講義

2015年7月1日

東京農業大学「多摩川源流大学」講義実施

2015年8月6日

建築家勉強会開催 （自主開催）

2015年10月15日～12月17日

丸の内朝大学「アーバン森暮らしクラス 四万十編
～大切なことはすべて森が教えてくれた～」講義
（全7回）実施

2015年10月23日

「WISE FORUM 2015」 登壇
（主催：WISE FORUM 2015実行委員会／フェア
ウッド・パートナーズ／株式会社ワイス・ワイス）

2015年12月8、15日

桑沢デザイン研究所「スペースデザイン特論」講義
実施

Public awareness

WISE FORUM 2015 東京農業大学での講義建築家勉強会
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経済活動によって排出される温室
効果ガス（CO2）を森林が吸収す
る量などでオフセット（相殺）する
取組み「カーボン・オフセット」。
more treesでは、顔の見えるカー
ボン・オフセットとして「more 
treesの森」に特化したオフセット
サービスを提供しています。
国内の「more treesの森」が吸収
したCO2は、環 境 省が 定めた
「J-VER／ J-クレジット制度」の
認証を受けた信頼性の高いクレ
ジットです。持続的な森づくりと気
候変動対策につながる取組みとし
て、2015年も各企業様にカーボン・
オフセット事業へのご協力をいた
だきました。

カーボン・オフセット事業 Carbon offset projects

2015年 代表事例

株式会社モンテローザ様
居酒屋「白木屋」のグランドメニュー『森を育むForest 
Cocktail』（カクテル1杯につきCO2 1kg分をオフセット）

全日本空輸株式会社／ANA様
ANAカーボン・オフセットプログラム（ご搭乗者様ご自
身が航空機を利用することにより排出されるCO2をオフ
セット）

株式会社ニューポート様
事業活動（商品の輸入・配送、提携倉庫における商品の
保管及び従業員の通勤・出張等）により排出されたCO2
をオフセットする取組み
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りんごのけん玉

MASUMOSS

西新宿CLASS in the forest

木とあそぼう 森をかんがえよう with more trees

つみき

これまで多くのクリエイターと協働
で木材を使ったオリジナルプロダ
クトやコンテンツを生み出してきま
した。外部プロデューサ―として携
わったものを含め、木や森林に関
するものづくりや地域づくりの取
組みを評価していただき、各賞の
受賞につながりました。

受賞歴 Awards

「ロハスデザイン大賞2015 モノ部門」大賞 受賞
-りんごのけん玉

「ウッドデザイン賞2015 木製品分野
 ハートフルデザイン部門」受賞
-つみき

「ウッドデザイン賞2015 コミュニケーション分野 
ソーシャルデザイン部門」受賞
-木とあそぼう 森をかんがえよう with more trees

「グッドデザイン賞2015」受賞
-MASUMOSS
-西新宿CLASS in the forest
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協賛者様一覧 Supporters of more trees
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ルイ・ヴィトン ジャパン株式会社　|　株式会社JTB西日本　|　株式会社スターテック　|　株式会社サザビーリーグ アイシーエルカンパニー　|　株式会社リクルートマーケティングパートナーズ

全日本空輸株式会社／ANA　|　オプテックジャパン株式会社　|　株式会社たかくら新産業　|　株式会社オリエントコーポレーション　|　フォーエバーガイア　|　株式会社中島重久堂

株式会社中土佐町地域振興公社　|　トラボックス株式会社　|　エイベックス・グループ・ホールディングス株式会社　|　スペシャリティストアーズアソシエイション　|　株式会社エコトワザ

フレームワークスジャパン株式会社　|　ヤフー株式会社　|　国土緑化株式会社　|　株式会社イワタ　|　石谷林業株式会社　|　株式会社グランビスタ ホテル＆リゾート　|　株式会社スマイルズ

株式会社サイモンズ　|　ヒロセ ソウ　|　豊島株式会社　|　飛騨フォレスト株式会社　|　株式会社日本グリーンエナジー　|　株式会社中園建築　|　西井木工有限会社　|　株式会社リソウ

株式会社ヤマサキ　|　まつい心療クリニック　|　株式会社ディープルート　|　合同会社コノハズク　|　株式会社クレコス　|　Mパターン研究所　|　株式会社アンビエンテック

アサヒペット株式会社　|　SAPPOROショートフェスト実行委員会　|　株式会社ＮＴＴスマイルエナジー　|　GLOCEAN

あいおいニッセイ同和
損害保険株式会社 

第5回大阪マラソン
～OSAKA MARATHON 2015 ～青山商事株式会社

ウィルライフ株式会社 株式会社モンテローザ 株式会社ユナイテッドアローズ 株式会社ネイチャーズウェイ

株式会社ジュン

三井ダイレクト損害保険株式会社ユニプレス株式会社 株式会社ニューポート



一般社団法人more trees

151-0051　東京都渋谷区千駄ヶ谷 1-9-11 フレンシア外苑西 103
Tel   03 (5770) 3969
Fax  03 (5770) 3896
Mail  info@more-trees.org
URL  http://www.more-trees.org

事業内容

・国内外での森林整備、植林、森林保全
・森林に由来するカーボン・オフセットサービスの提供
・国産材アイテムの企画プロデュース・加工・販売
・ツーリズム、ワークショップ、イベントの企画開催
・森林に関する事業全般

設立

2007 年 7 月19 日

役員

代表理事　坂本龍一
理事　　　池田正昭
　　　　　見城徹
　　　　　石橋直樹
監事　　　山崎卓也
事務局長　水谷伸吉
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法人概要 Corporate profile



これからも、「都市と森をつなぐ」をテーマに

森を身近に感じていただけるような活動を進めてまいります。

引き続きご支援の程、よろしくお願いいたします。

“more t rees paper ”を
使用しています。


